
順位

Ｈ17

3

躍動し　魅力あふれる交流拠点都市をめざして

指標５

指標４

指標３

指標２

指標１

基本目標

第４節　自動車・自転車駐車対策の推進

施　策　名

政策名（章）

基本施策名（節名）

指標名

＊年間の人件費はＨ19、Ｈ20ともに805万円/年とし、人口は、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）、71.0万人（H21.4.1現在）とした。

776

平成1７年度の市営自動車駐車場利用台数

施策コード

評価担当局

施策所管課

848

平成20年度以降、基準値の１％ずつ利用台
数が増加するよう設定

32410

市営自動車駐車場利用台数

基準値

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標１
（単位：台）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標２
（単位： ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

2,100,000 2,140,0002,120,0002,041,547 2,080,000

目標値 実績値実績値 目標値 目標値

2,100,889 2,093,443

目標値の考え方（根拠）指標の基準値の定義

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

４　成果・活動指標

小田急相模原駅自動車駐車場が通年供用となったため

人件費 24,311 28,336

事業費

自動車駐車対策の推進

年度

買物・通勤等のため各駅周辺に出入する自動車が多い中、交通渋滞の解消、違法な駐車の防止及び安全で利便性の高い都市基盤の維
持に寄与する。

平成19年度（決算） 増減の主な理由

３　事業費                       　　　　　　　　　　     （単位：千円）

都市建設局

駐車場対策課

１　施策の目的

西丸　三千則課長名

第２章　質の高い都市基盤の整備を進めます

実績値 目標値

２　施策の概要
橋本駅・相模原駅・相模大野駅の周辺地区を駐車場整備地区に指定し、一定規模以上の建築物の新築などを行う場合の駐車施設の附
置を義務付している。また公共駐車場等の整備を進め、現在５箇所の市営自動車駐車場の管理運営を行っている。

平成20年度（決算）

547,711 602,368

指標３
（単位： ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標４
（単位：　）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

平成21年７月２８日記入

平成21年度　施策評価シート

基準年
H22

実績値

H19 H20 H21

◆総合計画における位置付け等

指標５
（単位：　）

546,092548,140 3.00 602,108 3.52

　　 　

　 　 　 　

　

　

　

　

  



各事業が果たす施策
に対する目標の達成
度合いを把握し、効果
の高い事業を実施し
ている

自動車駐車場が１箇所増え（小田相）必要最小限の人件費等、管理費が
増加するのは必須であるため評価を４とすることができなかった。効率性
は２０年の評価にはない項目のため、比較分析は本来不要

4　2　1

前回（Ｈ20）評価結果との比較分析
または優先順位の最も高い指標以外で評価した理由

指標１の市営駐車場利用台数の目標に達しなかったため（９９．６％）
市民の車離れやガソリン代の高騰、または提携している商業施設の業績
不振により駐車場利用者数が低下した。4　2　1

合計

１次評価

B

市民満足度調査によ
り市民ニーズを把握
し、市民の立場に立っ
て事業展開している

評価基準・
着眼点

4　2　1

4　2　1

評価点

２次評価

6
評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）

　Ａ（9点以上）　　Ｂ（8点・7点・6点・5点）　　Ｃ（4点以下）

８　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

B

７　課題と解決策（現状または、評価結果から）

有効性

視点の種類

６　１次評価（２つの視点から評価を行う）

５　市民満足度調査結果（平成21年度実施分）
○この施策の満足度は3.079で全119施策の中で97番目。
○重要度は3.912で61番目である。
○改善要望度は0.124で40番目である。

Ｈ20評価点

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

９　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

B

課題
経済状況の悪化から車を使用せず、公共交通機関や自転車等を利用する市民が増加していると思われる。ま
た駅周辺には民間駐車場（コインパーキング等）が多数あり、値下げの傾向にあるため、市営自動車駐車場の
料金は割高感があり利用者離れの一因となっている。

解決策
ｈ20.6より橋本駅北口自動車駐車場において定期利用を開始し順調に利用者も増えている。また今後料金制度
の改正（例：定額料金制度）により長時間駐車の料金が事実上値下げとなるため、利用者数が増加するよう積
極的に周知を図る。

市民満足度

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

4　2　1効率性

最小の経費で最大限
の効果を得られるよ
う、効率的に事業を実
施している

自動車駐車対策の推進

20代
30代

40代
50代

60代

70歳以上

北部

西部

南部

津久井

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　3.234

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　←

　
重
要
度
　→

　
低
い

平均  3.892

施策 Ｈ21 ◆
年齢別 Ｈ21◇

施策 3.079 97位 3.912 61位
２０代 2.742 115位 3.973 56位
３０代 3.114 57位 4.012 42位
４０代 2.883 110位 3.852 59位
５０代 3.113 81位 3.753 76位
６０代 3.093 108位 3.815 81位
７０歳以上 3.278 76位 4.120 28位
北部 3.114 91位 3.976 50位
西部 3.055 100位 3.852 66位
南部 3.057 94位 3.899 59位
津久井 3.044 97位 3.840 61位

満足度 重要度


	評価シート

